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アリングを“ init" と呼ばれる有限個の擬似プロセッサに置換えて表現し， init毎にまたは複数の
inits に対して 1 つの待行列が付されるというモデル化を行った。 (1)多重分離型待行列， (2) 共通


















過時聞を実利用率から定める問題を扱った。著者は，まず 2 つの待行列からなり，ジョブ多重度 1 を
持つ最も簡単な場合を考察し，通常の方法で得られるあらい近似は経験的なデータによく適合しな
いことを示し，代替法として平均ジョブ実行経過時間に関する定差方程式を立てて.これを解く方法
を提案した D この方法は任意個数の待行列と任意のジョブ多重度を持つ場合にも適用でき，シミュレ
ーションによる結果との聞に良好な適合が認められた。
これらの研究は計算システムの性能解析への重要な貢献であって，学位論文として価値あるものと
認める。
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